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（
矛
８
年
及
に
Ю
け
て

れ
谷
涌
社
法
人
　
瘍
熊
谷

特
別
奏
装
た
人
ホ
ー
ム
　

や
は
ざ
え

業
務
執
行
理
事
　
千
鴫

未
唆

の
伝
、
背
様

に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
疫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

千
索
よ
り
当
法
人
の
理
普
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

越
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
福
社
を
取
り
ぷ
く
環
境
は
近
年
大
き
な
転
換
期
を
４
え
て
お
り
ま
す
。
少

子
島
船
化
の
と
行
、
地
域

の
担

い
子
不
え
、
複
雑
化
す
る
生
活
採
題
、
そ
し
て
物
価

島
時
に
よ
る
垂
サ

コ
ス
ト
の
増
カロ
な
ど
、
社
会
福
社
法
人
に
水
め
ら
れ
る
役
割
は

一

層
多
様
化
し
、
童
み
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お

い
て
は

「地
域
共
生
社
会

の
実
現
」
を
掲
げ
、
分
野
横
断
的
な
丈

挨
体
制

の
構
祭
、
介
裟

・
障
害
福
社
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
、
処
地
次
与
や
業
務
効

牟
化
の
推
と
な
ど
、
持
統
可
能
な
福
祉
制
度
を
目
指
し
た
次
辛
が
４
め
ら
れ
て
い
ま

工刊ア
。こ

う
し
た
状
汎
を
踏
ま
え
、
当
法
人
で
は
本
年
度
を

「
地
域
と
と
も
に
歩
む
基
盤

繊
化
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
泳
下

の
立
点
施
衆

に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

側

地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
皇
携
強
化

行
政

・
医
本
機
関

・
学
校

・
地
域
住
民

の
作
様

と
の
協
働
を
さ
ら
に
深
め
、
島

船
・障
害

・
子
供
・
生
活
困
窮
な
ど
の
分
野
を
超
え
た
史
挨
体
制

の
整
備
を
進
め
、

孝

民

IⅢ神琴
五|さ

比
成

の
”

つ
な
が
り
“
を
再
構
築
し
、
だ
れ
も
が
安

越
し
て
来
ら
せ
る
環
覧
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

切

人
材
確
保
と
職
員

の
働
き
や
す
さ
の
向
上

国
の
処
建
次
与
施
衆
を
活
用
し
つ
つ
、
研
修
体
糸

の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
に
よ

る
＊
務
負
担
益
滅
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
な
ど
、
職
頁

一
人
ひ
と
り
が
成
長

し
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

９

サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
と
刹
刑
若
木
位
の
丈
挨

刹
刑
考

の
率
放
を
守
り
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
史
え
る
た
め
、
個
冽
史
城

針
働
の
充
実
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、
店
待
防
止

・
権
刹
擁
装

の
独
底

に
取
り
組
み
ま
す
。

側

法
人
堡
サ

の
安
定
化
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

社
会
福
社
法
次
工
の
超
旨
を
踏
ま
え
、
透
明
性

の
働

い
法
人
垂
サ
を
行
う
と

と
も
に
、
財
務
基
盤

の
安
定
化
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（事
業
継
続
計
働
）
の
几
直
し
、
施
設

の
を
朽
化
対
衆
な
ど
、
持
統
可
能
な
堡
サ
体
制
を
警
え
ま
す
。

木
年
度
も
、
地
域

の
守
様

に
宿
穎
さ
れ
、
ぬ
募

と
さ
れ
る
法
人
で
あ
り
続
け
る
た

め
、
職
員

一
同
試

趙
誠
意
券
力
し
て
よ

い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様

の
温
か

い
ご
史
挨

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上

tヂ

ま

す
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『
人
の
手
』
に
よ
る
温
か
い
介
護
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
わ
が
い

施
設
長
　
　
藤
城
　
み
さ
き

日
頃
よ
り
当
施
設
の
運
営
に
対
し
、
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域

の
皆
様
か
ら
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成

１６
年
７
月
、
緑
豊
か
な
こ
の
地
に

『
特
養
く
わ
が
い
』
が
、
岡

崎
市
で
最
初
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
開
所
し

ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
個
室
で
寄
り
添
う

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
珍
し
く

す
べ
て
が
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
開
所
当
時
か
ら
今
日
ま
で
、
現

場
を
支
え
続
け
て
く
れ
て
い
る
職
員
た
ち
も
い
ま
す
。
共
に
働
く
仲
間

が
増
え
、
現
在
で
は
勤
続
年
数

ｌｏ
年
以
上
の
職
員
が
介
護
職
員
全
体

の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
『
お

一
人
お
ひ
と
り
の
暮

ら
し
を
大
切
に
す
る
』
と
い
う
理
想
を
掲
げ
、
共
に

一
歩
ず

つ
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

２２
年
、
時
代
は
移
り
変
わ
り
、
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
介
護
現
場
で
は
、
ロ
ボ

ツ
ト
や

出島

を
活
用
し
た
効
率
化
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
そ
う
し
た
時
代
の
波
に
少
し
乗
り
遅
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
数
年
後
に
は
、
ロ
ボ

ツ
ト
や

召
司
が
導
入
さ
れ
る
時
期

が
到
来
し
た
と
し
て
も
、
確
か
に
そ
れ
ら
は
便
利
な
道
具
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
施
設
が
大
切
に
し
た
い
の
は
、

『
人
の
手
に
よ
る
介
護
』
で

す
。

子社

lt

『
人
の
手
に
よ
る
介
護
』
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
を
形

に
す
る
た
め
の

『
確
か
な
介
護
技
術
』
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

少
し
で
も
多
く
の
職
員
が

『
確
か
な
介
護
技
術
』
を
習
得
し
続
け
る
こ

と
が
、
当
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

へ
、
質
の
高
い
ケ
ア

を
提
供
で
き
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

時
代
が
ど
れ
ほ
ど
デ
ジ
タ
ル
に
な
ろ
う
と
も
、
悲
し
い
時
に
手
を
握

っ
て
く
れ
る
の
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
で
は
な
く
人
間
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
そ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

令
和

８
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
今
の
社
会
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、

依
然
と
し
て
続
く
物
価
高
騰
や
光
熱
費

の
上
昇
な
ど
福
祉
施
設
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

６
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
経
て
、
さ
ら
に
今
年
度
の
介
護
報
酬
改
定

と
、
私
た
ち
介
護
現
場
に
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
「質
の
高
い
ケ
ア
」
と
「生

産
性
の
向
上
」
の
両
立
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
目
標
に
対

し
、　
２２
年
培

っ
た
経
験
と
い
う
土

台
の
上
に
、
職
員

一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
れ
か
ら
も

『
人
の
手
』
に

よ
る
温
か
い
介
護
を
全
力
で
届
け

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和 8年度新人職臭紹介 ■

‖   ●   |.す 基

① 氏名

② 配属先

③ 長所・特技・趣味

④ 抱負

■

■■
=

・歯

令和 8年度新穴辞令交付式

津

馨

① 石川 千晶
② やはぎ苑

③ 長所…コツコツ取り組む

特技…人を笑顔にする事

趣味…愛犬の散歩・ドラマを見る

友人や家族と出かける

④ 入居者の方や皆さんに愛されるようなスが

ッフを目指し、若い力で皆さんを笑顔にし

ていきたいです。

① アジヤル ガンガ
② やはぎ苑

③ まじめで思いやりを持って人と接する事ができ

ます。料理が得意で、音楽鑑賞が好きです。

④ 入居者さんの気持ちに寄り添い、安心して過ご

せるよう笑顔で丁寧な介護を行い、信頼される

職員になりたいです。

① ダマイ ギータ クマリ
② やはぎ苑

③ 長所…相手のことを考える

趣味…マンダラを書くこと

④ 入居者さんのことを知り、入居者さんに寄り添え

る介助をし、安心と安全に努めていきます。



角l許との家日記

'同●斯年会を行い書した。今年l彦職員占手製の輝子揺が登場し、経を推露した後、一人ひとιIの
頭をす17:′。「新年早 撮々韓殉l良いわJ「良い一年になιlとう」と喜膠れてい書した。

Z同
0節分の日に豆書とを行bl書した。「鬼Iき外、福lき向」と鬼の的にボエfとを投!f八れ楽し書れていをし
た。Aやつの豆l参流石に年の散豚ごl参食べられなれBった様子です。

3月

1席
占

i岳螂

劇F'I付I■を術,bli幸

|た

と「これk)1可F義軍だ
らたれB宅丼」「音阿菊耳J軍出し:覇わJな■導口h'悟と

玄関の梅の花も同時期に綺踊にB業と、「春殉l来たねJ「暖かくなって来たねJこ声殉1上殉1っていをした。

か
許
と
の
家

グ
止
Ｉ
η
ホ
ー
ム

●
一



く わ が い
くわがいでは、お年寄りの皆さまに非日常を感じてもらえるよう各ユニット

で行事を計画しています。ここ数年はコロナウイルスやインフルエンザといつ

た感染症で行事自体を見送つたこともありましたが、少しでも楽しみの時間を

提供したいという職員の思いから、感染症への豊戒をしながら計画を立てて実

施することができるようになりました。ユニットでは体を動かしたり、大きな

声で笑ったり、みんなで協力したり…と当たり前の日常が戻りつつあることを

実感しています。長生きの秘訣には「栄養の確保」、「適度な運動」、「規貝」正し

い生活」等がありますが、やつぱり「楽しむ」ことも大切ですね。◆年度もお

年寄りの皆様の期待になえられるようなユニット行事を考え、職員も一緒に楽

しめる時間を作つていきたいと思います。

◆回は、昨年度ユニットで実施したイベントの一き[を紹介します。

年
●■

|

ミャンマーおやつ作り ココすッツミルク寒天
|

単

I

美味しく

作るわよ帝

韓

モンローイェポー

※黒糖入り自玉団子

ひな祭り会幹
ふ嵐 翼昇

‐ てい0「'O ⅢⅢ…
rp‐ ぃ oф

岳

妻輩くぅ。Ⅲ元二認c霊ヨ
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一ド

衿
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＊
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＊
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＊
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米

令
和
７
年
度
採
用
・特
定
技
能
外
国
人
の
管
さ
ん
の
紹
介

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
く
わ
が
い

私
の
名
前
は
ナ
ン
・
ブ
ワ
ー

・
ピ
ユ
ー
で
す
。
ナ
ン
さ
ん
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

私
の
名
前
は
ナ
ン
・
エ
ー

。
キ
ン
で
す
。
キ
ン
さ
ん
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い

☆
日
本
の
印
象
は

・
・
・
「日
本
人
は
仕
事
を

と
て
も
頑
張

っ
て
い
る
印
象
で
す
。

ア
ニ
メ
も
有
名
で
す
。
」

☆
介
護
を
す
る
き
っ
か
け
は

・
・
・
響
同
齢
者

の
日
常
生
活
の
中
で
、
必
要
な
も
の
を

手
伝

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

☆
ど
ん
な
介
護
士
に
な
り
た
い
で
す
か

。
・
・
［高
齢
者
の
こ
と
を
自
分
の
家
族
の

よ
う
に
思

っ
て
、
お
手
伝
い
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。

☆
日
本
の
印
象
は

・
・
。
「
日
本
は
綺
一麗
で

技
術
も
進
ん
で
い
る
国
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
平
和
で
規
律
あ
る

国
だ
と
知

っ
て
い
ま
す
。
」

☆
介
護
を
す
る
き
っ
か
け
は

・
・
・

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と

米
米
米
米
米
米
米
米
米
＊
米
＊
＊
米
＊
米
＊
米
＊
米
＊
米
米
＊
米
＊
米
米
＊
米
米
＊
＊
＊
米
＊
米
＊
米
＊
米
＊
米
＊
＊
＊
米
＊

INI,

☆
あ
な
た
の
性
格
は

・
・
・

「明
る
く
、
楽
し
い
」

☆
日
本
で
経
験
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

。
・
・

「大
阪
城
に
行
き
た
い
で
す
。
」

☆
将
来
の
夢
は
何
で
す
か

。
・
・

「
日
本
で
介
護
福
祉
士
を
取
得
し
て
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
介
護
施
設
を
開
き
た
い
で
す
。
」

話
す
の
が
大
好
き
で
、
介
護
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

☆
ど
ん
な
介
護
士
に
な
り
た
い
で
す
か

・
・
・
「
お
年
寄
り
を
自
分
の
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
だ
と
思

っ
て
、
親
切
に
生
活
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
職
員
に
な
り

た
い
で
す
。
」

☆
あ
な
た
の
性
格
は

・
・
・
「我
慢
強
い
」

☆
日
本
で
経
験
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

。
・
・

「デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド

ヘ
行
き
た
い
で
す
。
」

☆
将
来
の
夢
は
何
で
す
か

。
・
・

「介
護
福
祉
士
に
な

っ
て

知
識
を
増
や
し
て
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
の
生
活
の
中
で

困

っ
て
い
る
こ
と
を
助
け
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
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地裁客考型小塊挨持ぢVl奉衰え人ホーム

や
4

ギ
ー
菊一

小
野
田
さ
ん
作

「今
号
の
俳
句
」

風
の
ま
＞

ゆ
る
ろ
券
吹枠
や

サ

春
の
お
だ
や
か
な
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
、

や
さ
し
い
句
を
詠
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
春
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
気
持
ち
を

い
つ
も
持
ち
続
け
て
い
た
い
な
と
感
じ
ま
す
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

第

二
や
は
ぎ
苑
で
は
、
職
員
の

研
修
に
、
ウ

ェ
ブ
教
材
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

全
職
員
が
、
動
画
を
中
趙
と
し
た

分
か
り
や
す

い
研
修
を
受
け
な
が
ら
、

ス
キ
ル
ア
ツ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

や
cl〕 reiSt手 |

麒 辮 爛

洋
斡

，
　
一
π
ｒ々

、Ａ

ｔｉ
ｌ
1

′～

静
げ
幹

節
分
祭

椅
子
か
ら
こ
ろ
げ
落
ち
そ
う
な
勢
い
で

豆
ま
き
を
し

て
下
さ

い
ま

し
た
。

き

つ
と
、
た

く
さ
ん
の
福

が
み
な
さ
ん

の
も
と

へ
や

っ
て
き

て
く

れ
る
も

の
と

思

い
ま
す
。

御
殿
飾
り

今
年
も
立
派
な
御
殿

飾
り
を
曽
さ
ま
に
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

運
営
推
進
会
議

地
域
の
曽
さ
ま
、
ご
家
族
様
、
行
政
の
方

な
ど
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
年
間
六
回

運
営
推
進
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
曽
さ
ま
か
ら

ご
助
言
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
和

７
年
度
も
無
事
開
催
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
Ｆ
こ

で
良
か
つ
た
」
と

ご
利
用
の
曽
さ
ま
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ケ
ア
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



小幌懐多機能 や鯵誓苑
日頃より小規模多機能やはぎ苑の活動にご理解、ご協力頂きありがとうございます。

小規模多機能「やはぎ苑」では陽気もよくなつてきましたので、桜見の散策に出掛けました。

乙川沿いの葵桜は凄い人

と駐車スペースがないので通り抜けるだけになりましたが、

苑近くの豊田桝塚の行福寺では立派な枝垂れ桜を見る事ができました。

桜が見えた途端に『わあ～ !:』と歓声があがり、『きれいだね～』と感激されました。

とてもきれいな桜をご覧になられ、皆さん喜んでみえました。

陽気がよければ苑周辺をお散歩にもお出かけです。

4月には多機能のテラス前に咲く大きな桜を見ながらのお花見昼食会を開催します。

ご自宅ではなかなか外出できない利用者様もみえますので、これからも紫陽花や喫茶外出等を

企画しております。



攀挙

専

ザL班言#〃本嚢えスオーム

つ

４

職

，

捧

"

一

日頃より与白
L様方には格居Uなるご支援を賜り、誠にありがとうございます。

東三河では深刻な水不足が続いており、高齢者入浴施設が閉鎖となり、岡崎市の協力の元こちらま

で入浴に来られると言うニュースがありました。

西三河でも矢作ダムの貯水率は、3月 31日時点で 24.8%と少なく、節水が財要となつて来てお

ります。

自然が織りなすこととは言え、介護事業にとっては大変辛い事でありますが、特に農家さんには大

ガ 干′F●q

b  J

きな痛手になることと思われます。

本来は雨が続くと憂鬱な気分になりますが、◆は一刻も早く水不足が解消

されるよう、空の恵みを願つています。

おお

い

お
!`

さて毎年同じような話になりますが、当施設が開設し、この 5月で 10年目に入ります。
長いようで短いようで、この時期になると開設準備の時の忙しかつたことや、どんな施設を目指そ

うア〕`と日メマ思い募らせ、開設が待ち遠しかった自分を思い起こします。

◆ではあの時思い描いた、自分の目指す施設に近づいて来たのだろうア〕`・・・職員が皆同じアj向を

見てくれているのだろうか・・・そう者える自分がいます。

でもそんなときに入居者の方達と接し、穏やかな様子や笑顔を見るととても心が温かく感じます。

多分職員達も同じ気持ちを持つて、入居者に接してくれているのでしょう。

ケアというのは私達が入居者に対し行うだけでなく、私達も入居者のアj達から,いのケアをして頂

いている、それが介護のお仕事だと常メマ感じます。

人は揃つて「大変なお仕事ですね」と言われますが、職員―同私も含め、

このお仕事に付けたことを日メマ有難く思っています。

だって、一日の中でこんなに「ありがとう」と言われるお仕事つてそうな

いですよ。

私からも入居者の方達に「あたたかい気持ちにさせてくれてありがとう」

つて感謝の気持ちを伝えて行きたいと思つています。

施設長 西井 美恵子



第三やはぎ苑に新ししヽ仲間がやつて来ました。

●

令和 6年 5月 1日生
男の子

チワワのミックス太です

訳あつて飼えなかつた方ズ〕`ら

引き取つて、当施設で保護し

ています。

いずれ、里親を探そうと思つ

ています。

◆施設では 29人のんが暮らしています。
最年少は 70歳、最高齢は4月で 103歳になられます。
皆様、毎日穏やア〕`に暮らしていますよ。

令和 7年度の振り返り

香のお花見

韓
韓
韓
韓
碑
嚇
韓
.韓嚇
碑
韓
碑
.韓韓
■
Ⅲ
碑
嚇
碑
韓
碑
韓
韓
韓
韓
.韓韓

敬老会

ヽ
',

―

日
'マ

の楽しみ

こんにちは !

ボクの名前は

レオです

七夕泰り す

秋祭り

元旦お茶会

多
節分

この他にもたくさん楽しい事ありました。



今

号

の

作

文

雪

の
御

嶽

山

ケ

ア

四

十

年

ほ

ど

前

の

二

月

だ

っ

た

と

へ
観

光

バ

ス

で

旅

行

し

た

時

、

雪

の

が

見

え

ま

し

た

。

初

め

て

見

た

富

士

の

感

動

に

バ

ス

の

窓

か

ら

振

り

返

り

ま

で

見

て

い

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

あ

ま

り

雪

に

縁

が

な

い

の

で

、

山

に

美

し

く

感

動

し

ま

し

た

。

昨

年

五

月

一
日

よ

り

、

こ

こ

や

は

事

が

で

き

て

ベ

ラ

ン

ダ

か

ら

見

え

る

遠

く

の

山

、

「
あ

れ

は

御

嶽

山

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
」

と

思

い

、

早

速

地

図

を

広

げ

て

確

か

め

た

と

こ

ろ

、

や

は

り

御

嶽

山

で

し

た

。

五

月

の

人

居

当

初

は

雪

が

か

か

っ

て

い

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

「
雪

が

か

か

れ

ば

ま

た

美

し

い

だ

ろ

う

な

。
」

と

思

い

、

そ

の

日

を

待

ち

遠

し

く

毎

日

楽

し

み

に

眺

め

て

い

ま

し

た

。

で

も

、
毎

日

見

え

る

訳

で

は

な

く

、

北

の

空

が

晴

れ

て

い

な

い

と

見

え

ま

せ

ん

。

雲

と

同

化

し

て

全

く

見

え

な

い

日

も

何

日

か

あ

り

ま

す

。

ぎ

苑

の

五

階

に

入

居

す

る

Lヽ

つ 河 返 つ つ ま ス

ハ

ウ

思

い

か

か

山

だ

振

り

。

　

一
一
一

か

か

佐

カ美

し

の

で

見

え

住

ん

雪

は

た に り た た す

藤

輝

己

伊

豆

方

面

い

富

士

山

な

く

な

る

で

い

る

と

た

い

そ

う

あ

ま
t,

ド要Ⅲ環聖義学

ポ

[iⅢ ;年,・=~

(革
| |

Ⅲャィギ,r

遠 げ 事 宅 族 た 出 た た つ ス

ら 少 な の の に た 山 い そ で

静 し い お ′む 六
°
を 出 う 働

か は ご 山 を 名 あ 眺 し で 、ヽ

てな 慰 追 を 思 の の め ま

美 め 族 見 う 方 時 て し 二 い

し に の る と が 1ま tヽ た 回 た

い な 方 事 や 発 突 る が 登 頃

雪 る が が り 見 然 と 本 ら
｀

山 か た 方 い い で し よ ご 休

主
日

を

登

て

いま

思

い

ま

し

ご

追

ご

自

見

る

て

あ

朝

も

て

き

た

事

を

思

、　
御

嶽

し

ま

し

。　
未

だ

の

方

達

か

ら

こ

が

出

来

た

い

。

望

な

が

同

僚

が

な

い

と

当

で

し

、　
噴

火

の

噴

火

さ

れ

て

き

れ

な

出

来

る

居

ら

れ

だ

ろ

う

の

御

嶽

御

嶽

山

レ
に
　
一
一口
　
っ

た

事

を

者

が

で

す

が

、

す

。

、　
全

く

て

見

せ

ら

、　
今

ま

す

。

「
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

ご

寄

付

・
ご

寄

贈

　

　

（
令

和

八

年

一
月

～

令

和

八

年

二

月

）

*

産

土

。
長

瀬

の

会

様
暇

を

取

っ

て

利

益

が

な

い

つヽ

か

。

た

年

も

あ

っ

大

勢

の

犠

牲

な

い

そ

う

で

思

い

が

し

ま

は

と

も

か

く

ら

呼

び

寄

せ

と

思

い

な

が

を

眺

め

て

い

編

集

後

記

今

号

は

、

ケ

ア

ハ
ウ

ス

の

人

居

者

さ

ん

の

作

文

を

掲

載

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

以

前

か

ら

ご

自

分

の

部

屋

か

ら

見

え

る

景

色

が

と

て

も

い

い
よ

と

お

話

し

し

て

く

だ

さ

い
ま

す

。

建

物

の

５

階

で

あ

り

遮

る

も

の

が

な

い
為

、

夕

日

も

と

て

も

よ

く

見

え

ま

す

。
　
一
日

の

中

で

ふ

と

空

を

見

上

げ

た

り

遠

く

を

見

た

り

し

て

気

分

を

リ

セ

ッ

ト

す

る

の

も

い

い
で

す

ね


